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第２章 

字幕作成をやってみよう！ 
 
前回の勉強で PC 動画ファイルの仕組みは何となく理解できていれば大丈夫です！ 
実際に字幕作成をやってみる事で「なるほど！」と理解していってください。 
 
今回は簡単な字幕作成を行いますが、皆さんが実際にいろいろな動画素材を使ったりソ

フトが違ったりすると上手くいかない事があると思います。 その理由はとても多くの

要素があるのでこの章では省き、後の章で詳しい説明をします。 
 
ここからは実際に皆さんの PC（パソコン）で、文字起こし・字幕タイミング・簡単な

字幕スタイリング・字幕焼き込み（エンコード）を実践してみましょう。 
 
WindowsXP の画面写真で解説やソフトのインストール方法などを解説します。 
 
※ WindowsXP SP2 を元にマニュアルを作成していますが、Windows2000 でもほぼ

同じ要領で使う事ができます。 
※ Windows95、98、Me ではマニュアル通りに進めても正常に動かない場合がありま

す。 
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準備 その１，拡張子表示 

 
まずは、Windows の設定を変える事から始めます。 
Windows では全てのファイルに拡張子というファイル名の後ろに「．」ドット、続けて

３～４文字の英数字が付いています。 この３～４文字の英数字を拡張子と呼びます。 
拡張子はソフトウェアと Windows がファイルの種類を識別して動作するために考え出

されたもので古い Windows では必ず表示されていました。 拡張子自体はソフトウェ

アと Windows に必要なものであって、人間には必ずしも必要ないので Windows のデ

フォルト（標準）設定では Windows が認識している拡張子は表示しない設定になって

います。 この設定は便利な事も多いのですが今まで扱った事のない拡張子や同じファ

イル名で拡張子だけが違うファイルを作ることがありますので、全ての拡張子を表示す

る設定に変更します。 
Windows の拡張子表示設定を変更します。 
 

 
「スタート」から「マイコンピュータ」

を開いて下さい。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
フ ァ イ ル や フ ォ ル ダ を 表 示 す る

Windows の基本ソフト「エクスプロー

ラ」が起動します。 
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「エクスプローラ」の上部メ

ニュー「ツール」から「フォ

ルダオプション」を開いて下

さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「フォルダオプション」のウ

ィンドウが開きます。 
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「フォルダオプション」の「表

示」タブを選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「詳細設定」に表示されてい

る項目を下がっていくと、「登

録されている拡張子は表示し

ない」という項目がありチェ

ックが入っていますので、チ

ェックを外して「OK」ボタン

でフォルダオプションを閉じ

て下さい。 
 
 
 
 
 
 
 

Windows の拡張子表示設定を変更した場合に気を付けることがあります。 
ファイル名を変更する時に元の拡張子を忘れてしまったり間違った拡張子に変えたり

した場合に注意が必要です。 
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例えば、「字幕.doc」というフ

ァイルはワードの文章として

Windows に認識されていま

すので「字幕.doc」を開こう

とするとワードが起動して表

示されます。 
 
「予定.txt」というファイルは

メ モ 帳 の 文 章 と し て

Windows に認識されていま

すので「予定.txt」を開こうと

するとメモ帳が起動して表示

されます。 
 

 
ファイル名を変えようとして

拡張子まで変えたり間違えた

りすると Windows がどのソ

フトで開けばいいのか分から

なくなります。 
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ファイル名を変更する時は拡

張子を残したまま変更するな

ど注意して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
拡張子表示は主に字幕作成に必要なソフトのインストール時に役に立ちます。 
字幕作成自体はすべての拡張子表示が必要なわけではありませんので、不安な場合は拡

張子表示を元に戻してお使い下さい。 
 
以上で Windows の拡張子表示設定は終わりです。 
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準備 その２，作業用フォルダ作成 

 
この講座で使うフリーソフトは海外のソフトも多いので、インストールが英語表示で特

殊な方法だとか、日本語版 Windows で上手く動かない事もあります。 
もちろん英語が分からなくても大丈夫です！ 海外ソフトも英語表示のほとんどの部

分を「日本語化パッチ」と呼ばれる手法で日本語表示に変更しますし、英語表示が残る

部分は一度設定すれば普段は使わない画面なので図を使って詳しく解説しますので安

心して下さい。 
海外ソフトを使う時に一番注意しなければいけない問題は２バイト文字の問題です。 
英語はアルファベット 26 文字、大文字と小文字にしても 52 文字しかありませんが、

日本語にはひらがな・カタカナ・漢字と非常に多くの文字があります。 この非常に多

くの文字を PC（パソコン）で使えるようにするために多くの情報量が必要なのです。 

英語の文字は１バイト文字（半角文字）と呼ばれアルファベットや記号や数字など 256
通りの情報量で表されますが、日本語は２バイト文字（全角文字）と呼ばれ 65536 通

りの情報量を使います。 日本語以外でもハングルや中国語など２バイト文字の国は多

く存在しますが、もともとアメリカ生まれの Windows というソフトウェアは多い情報

量を必要とする２バイト文字に最初から対応していたわけではありませんし、

Windows 上で動かす海外製ソフトウェアの中には今でも２バイト文字を考慮して作ら

れていないものもあります。 
 
２バイト文字の問題で分かりやすい例 
銀行や郵便物など最近は漢字も使われますが、以前はカタカナのみで表示されていたり

書かれていることがありました。 古いシステムのコンピュータで「半角カタカナ」と

いうカタカナと記号や数字などを１バイト文字と同じ 256 通りの情報量で扱うために

作られた方法で苦肉の策といったところです。 
２バイト文字に対応していないソフトで２バイト文字のフォルダやファイルを扱うと

思うように動作しなかったりエラーがでたりすることがあります。 
 
この問題を回避するためにはソフトや編集する動画などを置く場所のフォルダ名やフ

ァイル名に２バイト文字を使わず、１バイト文字だけを使うことです。 
 
２バイト文字（全角文字）が入らないフォルダを作ります、どうすればいいのか分から

ない場合は以下の手順で作って下さい。 
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「スタート」から「マイコン

ピュータ」をクリックしてエ

クスプローラを開いて下さい。 
空き容量が 1GB 以上ある

HDD（ハードディスクドライ

ブ）を開いて下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
何も無い部分で右クリックし

て「新規作成」から「フォル

ダ」を選んで下さい。 
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「新しいフォルダ」と書かれ

たフォルダができますので名

前を半角文字で「g-mark」と

して下さい。 
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注意！ 
せっかく作った「g-mark」フォルダですが、上の階層フォルダに 2 バイト文字のフォ

ルダがあるとキチンと機能しません！ 
例えば、デスクトップに「g-mark」フォルダを作った場合に、「g-mark」フォルダの

ある場所が、 

C:\Documents and Settings\G-MARK\デスクトップ 

 
 
 
 
 
 
 
 

「デスクトップ」という 2 バイト文字フォルダの中に作られたことになります。 
 
今度は、デスクトップでなくマイドキュメントに「g-mark」フォルダを作った場合を

見てみます。 「g-mark」フォルダのある場所が、 

C:\Documents and Settings\小泉純一郎\My Documents 

 
 
 
 
 
 
 
 

この場合はログオン名の「小泉純一郎」という 2 バイト文字フォルダの中に作られたこ

とになります。 
上の階層にも 2 バイト文字のフォルダが無い場所に 1 バイト文字のフォルダを作成し

ます。 
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動画編集に使うソフトですが、インストール形式の物と解凍するだけで使える物があり

ます。 解凍するだけで使えるソフトを入れておくフォルダを作ります。 
 

 
同じ手順で「g-mark」フォル

ダを開き、その中に半角文字

で「soft」というフォルダを作

って下さい。 
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ついでに「soft」フォルダと同じ位置に字幕を付けた動画ファイルを一時的に保存する

「movie」フォルダも作ります。 
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準備 その３，圧縮・解凍ソフトのインストール 

 
WindowsXP なら ZIP 形式の圧縮解凍に対応していますが、対応してない圧縮形式を扱

う事もあるので圧縮解凍ソフトをインストールします。 
※ 既にお使いの圧縮解凍ソフトをインストール済みの人は使い慣れた圧縮解凍ソフト

を使ってもらって構いません。 
使うソフトは「Lhaplus（エル・エイチ・エー・プラス）」を使います。 
 

 
配布した CD-ROM の「ソフト」

フォルダ内「Lhaplus」フォルダ

を開いて下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「lpls152.exe」というファイルが

ありますので右クリックして「開

く」を選んで下さい。 
※ この『右クリックして「開く」』

はダブルクリックと同じ動作

ですが、動作の確実性を増す

ために行っていますので、ダ

ブルクリックでも構いません。 
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「 Lhaplus Version 
1.52」 
と書かれたインストー

ルウィザードが開きま

すので「次へ」をクリッ

クして進めて下さい。 
 
 
 

 
 
インストール先はその

ままで構いません。 

「次へ」をクリック。 
 
 
 
 
 
 

 
 
インストール先にフォ

ルダを作る確認画面で

す。 「はい」をクリッ

ク。 
※ 既に古いバージョン

の「Lhaplus」がイン

ストールされている

場合は、左の画面は

出ません。 
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「次へ」をクリック。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
インストール注の画面

です 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
インストールが終わると

「Lhaplus シェル初期

設定」と書かれたウィン

ドウが開きます。 
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デフォルト（標準）で沢山のチェックが付いてますが、必要な部分だけを残します。 
以下の設定は私のお薦めです、 

 解凍用のアイコンをデスクトップに表示するため「デスクトップ（解凍）」 
 Lhaplus 起動のため「スタートメニュー」追加 
 右クリックで圧縮できる「[圧縮]を追加」 
 「圧縮」のサブメニュー項目には「lzh」と「zip」をチェック 

 
 
設定が終わったら「OK」

ボタンで閉じて下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
デスクトップに「Lhaplus」のショートカットアイコンがで

きます。 
「Lhaplus」を使った解凍の手順は、 
「zip」や「lzh」などのファイルを「Lhaplus」のショート

カットアイコンにドラッグすれば解凍が始まり、デスクト

ップにフォルダが作成され中に解凍されたファイルができ

ます。 
 

 
「Lhaplus」を使った圧縮の手順は、 
圧縮したいフォルダやファイルを右クリックし出て

くる「圧縮」メニューから「zip」又は「lzh」を選

びます。 圧縮が始まり、デスクトップに圧縮され

たファイルができます。 
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※ もし設定を変更したい場合は、

「スタート」から「すべての

プログラム」→「Lhaplus」
→「Lhaplus」を選びます。 

 
 
 
 
 

 
 
簡易設定ウィンドウが開きます

ので、右下の「詳細設定」をクリ

ックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
設定項目の少ない「簡易設定」か

ら設定項目の多い「詳細設定」に

変わります。 
「関連付け/シェル」タブを選択し

ます。 
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「Lhaplus シェル初期

設定」とほぼ同じ設定項

目のウィンドウが開きま

すので設定を変更後に

「OK」ボタンで閉じて

下さい。 
 
 
 
 
 
 

 
 
lzh などに対応した圧縮解凍ソフトは沢山あります。 Lhaplus を選んだ理由はエラー

表示がされることです。 破損した圧縮ファイルの解凍でエラー表示されないソフトは

困ります。 
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映像コーデック 

 
文字起こしには動画を再生するソフトと文字を打ち込むソフトを使います。 
まずはサンプルムービーを再生するために映像コーデックが必要です。 
サンプルムービーはフリーソフトの「XviD（エックスブイアイディ）」で作りましたの

で再生するために「XviD」をインストールします。 
 

 
配布した CD-ROM の「ソフ

ト」フォルダ内「XviD」フォ

ルダを開いて下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「XviD-1.1.2-01112006.exe」
というファイルがありますの

で 
右クリックして開くを選んで

下さい（ダブルクリックでも

OK です）。 
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XviD のセットアップ画面で

英語表記ですがこのマニュア

ル通りに進めていけば簡単で

す。 
「Next」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
GNU-GPL と呼ばれるオープ

ンソースに関するライセンス

画面です。 
「I accept the agreement」に
チェックを入れて「Next」を

クリックして下さい。 
 
 
 
 
 

 
※ GNU-GPL について 
FSF（フリーソフトウェア財団）によって法的、経済的にサポートされているコンピュ

ータ・プログラムのライセンスで、受領者は次の権利を得られる。 
1. いかなる目的にでも、プログラムを実行する権利  
2. プログラムの動作を調べ、それを改変する権利  
3. 複製を再頒布する権利  
4. プログラムを改良し、改良を公衆にリリースする権利 

詳しくは以下の URL を参照して下さい。 
http://ja.wikipedia.org/wiki/GNU_General_Public_License 
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XviD に関してのインフォメ

ーション画面です。 
「Next」をクリックして下さ

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
XviD をインストールする場

所を選ぶ画面です。 
通常はそのままで大丈夫です。 
「Next」をクリックして下さ

い。 
 
 
 
 
 
 
 
スタートメニューに作成され

るフォルダ名を選ぶ画面です。 
通常はそのままで大丈夫です。 
「Next」をクリックして下さ

い。 
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MPEG4 系の再生（デコード）

を XviD で行うか選ぶ画面で

す 
DivX や MP4 系のプレーヤー

を既に導入済みの PC の場合

はチェックボックスを外して

下さい。 
上記が不明の場合はチェック

を入れたままでも大丈夫です。 
「Next」をクリックして下さ

い。 
 
インストール用の設定が済ん

だので「Install」をクリック

して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
XviD のインストール中の画

面です。 
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XviD のインストールが終了

した画面です。 
「Finish」をクリックして下

さい。 
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再生ソフト 

 
次に再生ソフトのインストールです。 
再生ソフトですがプレーヤーと呼ばれるソフトで多くの種類があり、自分の使い慣れた

プレーヤーでも構いません。 ここでは文字起こし用の他のソフトと合わせて使い易い

「KeyPlayer（キープレーヤー）」を使います。 
 

 
配布した CD-ROM の「ソフ

ト」フォルダ内「KeyPlayer」
フォルダを開いて下さい。 
「060902_KeyPlayer1.12.zip
」と書かれたファイルを解凍

して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
解凍してできた「KeyPlayer」
フォルダは、作業用フォルダ

として作った「g-mark」フォ

ルダ内「soft」フォルダに移動

して下さい。 
「KeyPlayer」フォルダには、

4 個のファイルがあります。 
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「KeyPlayer.exe」ファイルを

右クリックして「送る」から

「デスクトップ（ショートカ

ットを作成）」を選んで下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
デスクトップに「KeyPlayer.exe へのショートカット」が作成されま

す。 
デスクトップにできた「KeyPlayer.exe へのショートカット」のショ

ートカットアイコンをダブルクリックしてプレーヤーを起動します。 
 

 
この画面が「KeyPlayer」です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これで「KeyPlayer」のインストールは終了です。 
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※注意：Keyplayer の動作には Microsoft .NET Framework2.0 が必要です。 
起動しない場合は[スタート]→[Windows Update]をしてから 
下記をインストールして下さい。 
 
.NET Framework2.0 
・日本語 Language Pack (32 ビット版：x86)  
・再頒布可能パッケージ(32 ビット版: x86)  
 
また、WindowsXP 以前の OS ではそれでも起動しないかもしれません。 
以下もインストールして下さい。 
.NET Framework1.1 
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文字起こし 

 
 
それでは文字起こしをするた

めに必要なエディタを起動し

ます。 
Windows に付属の「メモ帳」

を使います。 
「スタート」→「すべてのプ

ログラム」→「アクセサリ」

→「メモ帳」を選んで下さい。 
 
 
 
 

 
 
「メモ帳」が起動します。 
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それでは「keyPlayer」で CD-ROM 内のサンプル動画「***.avi」を再生してみましょ

う。 
「keyPlayer」の「ここにドラッグアンドドロップ」と表示されてるグレーの部分に

「***.avi」をドラッグして下さい。 
動画ファイルの再生が始まります。 
 
keyPlayer の操作方法 
1. 基本的にボタン類は Windows Media Player と同じです。 
2. 再生時の映像サイズはプレーヤーサイズになります、プレーヤーサイズをマウスド

ラッグで変えれば映像サイズもアスペクト比を保ったまま変更されます。 
3. キー入力に関して 

 keyPlayer がアクティブな時は「スペース」キーで一時停止と再生 
 keyPlayer がアクティブな時は「B」キーで 2 秒戻る 
 keyPlayer がアクティブな時は「N」キーで 2 秒進む 
 keyPlayer がアクティブな時は「カンマ」キーで 5 秒戻る 
 keyPlayer がアクティブな時は「ドット」キーで 5 秒進む 
 他のソフトがアクティブな時は「Ctrl」+「Shift」+「スペース」キーで一時

停止と再生 
 他のソフトがアクティブな時は「Ctrl」+「Shift」+「B」キーで 2 秒戻る 
 他のソフトがアクティブな時は「Ctrl」+「Shift」+「N」キーで 2 秒進む 
 他のソフトがアクティブな時は「Ctrl」+「Shift」+「カンマ」キーで 5 秒戻

る 
 他のソフトがアクティブな時は「Ctrl」+「Shift」+「ドット」キーで 5 秒進

む 
OS にインストールされてる Windows Media Player を呼び出して動作させているので

ボタンの形状はユーザー毎に異なる場合があります。 
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再生される音声を文字と

して打ち込んでいきまし

ょう。 
字幕の文字数ですがここ

ではあまり気にせず打ち

込んでいきましょう。 
後で字幕の文字数を考え

分割したり統合したり修

正はできますが、一行当た

り 20 文字前後にした方が

良いと思います。 
 

 
 
文字起こしの済んだテキスト

ファイルを適当な場所に保存

して下さい。 
「メモ帳」の「ファイル」か

ら「名前を付けて保存」を選

んで下さい。 
 
 
 
 
 
 
保存ダイアログが開きますの

で半角英数文字（１バイト文

字）で名前を付けて保存しま

す。 
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タイミング 

 
次に字幕のタイミングソフトのインストールです。 
字幕タイミングのフリーソフトは海外製ソフトが多くどれを使うか悩みましたが

「Subtitle Workshop（サブタイトル・ワークショップ）」を使います。 
 

 
配布した CD-ROM の「ソフト」

フォルダ内「Subtitle Workshop」
フォルダを開いて下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「subtitleworkshop251.zip」ファ

イルを解凍して下さい。 
解凍すると 
「SubtitleWorkshop251.exe」と

いうファイルがあります。 
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「SubtitleWorkshop251.exe」フ

ァイルを右クリックして「開く」

を選んで下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「Installer Language（インストーラ

ー・ランゲージ）と書いたウィンドウが

表れます。 
このソフトはインストール時の言語選

択が可能ですが、選択言語が英語とスペ

イン語だけなのでお好きな方を選択し

て「OK」ボタンを押して下さい。 
 

 
この解説では英語で進めていき

ます。「Next」をクリック。 
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ライセンス表示が出ますので「I 
Agree」をクリック。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
インストール機能選択画面にな

ります。 
 
「Shortcuts」左側の＋をクリッ

クして開きます。 
 
 
 
 
 

 
 
「Quick launch」のチェックボッ

クスを外して「Next」をクリック。 
※ タスクバーのクイック起動に

ショートカットアイコンを入

れない設定にしました。 
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インストール場所を設定する画

面ですがデフォルト（標準）のま

まで「Install」をクリック。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
インストール自体は直ぐに終わ

りコンプリート（完了）画面にな

りますので「Finish」をクリック。 
 
 
 
 
 
 
 

 
※ インストールが終わったら解凍してできた「SubtitleWorkshop251」フォルダは削

除して構いません。 
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「SubtitleWorkshop」を起動します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
英語表示なので日本語表

示に切り替えます。 
「Settings」→ 
「Language」→ 
「Japanese」を選択しま

す。 
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表示が日本語に変わりま

した。 
※ もしも表示が文字化

けした時は「Subtitle 
Workshop」を一度終

了し起動し直して下

さい。 
 
 
 
 
 

 
 
先程終わった文字起こし

済みのテキストファイル

を開いてみましょう。 
「ファイル」→「開く」

を選択して下さい。 
 
 
 
 
 

 
 
ファイルオープンダイ

アログが開きます。 
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「ファイルの種類」部分

のドロップダウンリス

ト（▼）をクリックして

「Plain text」を選びま

す。 
※この画面は日本語表

示に切り替えて直ぐに

表示される場合です。 
 
 
 
 
 

 
 
SubtitleWorkshop を起

動し直せばファイルオ

ープンダイアログもキ

チンと日本語化されま

す。 
その場合は、「ファイル

の種類」部分のドロップ

ダウンリスト（▼）から

「新規テキスト」を選び

ます。 
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先程保存したテキスト

ファイルを選びます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
開きましたが「テキスト文」の部

分が文字化けしています。 
これはテキスト文章の文字コー

ドと「Subtitle Workshop」の設

定が合ってないからです。 
 
 
 
 
 
 

 
 
左のドロップダウンリストがデ

フォルトで「ANSI」になってい

る部分を「Shiftjis」に変更すれば

文字化けは直ります。 
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それでは動画を読み込みます。 
「映像」→「プレビューモード」

を選択して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
これで動画を表示するパネルが

表れます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「映像」→「ファイルを開く」を

選んで CD-ROM 内のサンプル動

画「***.avi」を選びます。 
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再生が始まり字幕も表示されま

す。 
テキストファイルを読み込んだ

時点で 0 秒から 1 秒ごとに各行の

字幕が表示される設定です。 
 
 
 
 
 

 
 
このままでは字幕タイミングが

取りにくいので全ての字幕行時

間を後方にずらします。 
「編集」→「時間関連」→「時間

遅延」を選んで下さい。 
※ のちに解説するコリジョン

（字幕の衝突）のためにずら

します。 
 
 
 

 
 
「全体の時間遅延」と書かれたウィンドウが出

ます。 
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この動画は 29 秒ですので全体を+30 秒ずらしま

す。 
「すべてに適用」にチェックが入っていること

を確認し、「適応」ボタンを押して時間遅延を閉

じます。 
 

 
 
各行が 30 秒から１秒ご

とに表示されるタイミ

ングになりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
ずらした理由 
次の画像は文字起こしのテキストファイルを SubtitleWorkshop で開いた画像です。 
動画が始まって直ぐ（0 秒後）に最初の字幕が表示され、1 秒後に次の字幕が表示され、

2 秒後に次の字幕が表示され・・・これは SubtitleWorkshop でテキストファイルを読

み込んだ時に自動的に１秒ごとにタイミングされます。 
 

 
 
 
 
 

 



 - 44 - 

 
例えば、15 秒の動画に字幕が４行の場合、

図を使って説明します。 
 
このままでは最初のセリフに 1行目の字幕

を合わせようとすると、3 行目・４行目の

字幕と重なってしまいタイミングが取り

にくいのです。 
 
 
 

そこで字幕全体を後にずらします。 

 
後にずらしたあとに 1 行目の字幕からタイミングを取っていきます。 

 
後にずらす時は動画全体の時間より多くずらします。 
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字幕のタイミングを行います。 

文字起こしのテキストファイルと動画ファイルを読み込み、時間遅延を終えタイミング

の用意ができました。 
 

 
動画表示パネルの再生ボ

タンを押して再生を始め

ます。 
１行目の字幕の表示開始

時間を見定めて下さい。 
スライダと呼ばれる左

右に動く部分を動かす

こともできますし、映像

が表示されている部分

（映像両脇の黒い部分

も含む）をクリックする

事で一時停止と再開が

できますし、矢印の付いた様々な種類のボタンもあります。 
今回はまず手始めに字幕開始と思う部分で、映像が表示されている部分（映像両脇の黒

い部分も含む）をクリックして一時停止して下さい。 一時停止した後に、字幕の一行

目が青く反転して選択されていることを確認したら右から７個目の「←」ボタンを押し

て下さい。 その時の表示時間が１行目の開始時刻に入ります。 
 

 
同じ要領で、字幕終了と

思う部分で映像が表示さ

れている部分（映像両脇

の黒い部分も含む）をク

リックして一時停止して

下さい。 
一時停止した後に、右か

ら６個目の「→」ボタン

を押して下さい。 
その時の表示時間が１行

目の終了時刻に入ります。 
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映像パネルと字幕パネルの間にあるボタンの説明です。 

 
 
マウスカーソルをボタンの近くに持って行く

とポップアップで説明が表示されます。 
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1000 分の 1 秒単位での

字幕タイミングも可能で

すが、フレーム単位の字

幕タイミングも可能です。 
「編集モード」の「時間

単位」を「フレーム単位」

に変更して下さい。 
※ 通常の映像は 1 秒間

に30フレームなので、

30 分の 1 秒以下の数

値でタイミングを決

めても無意味です。 
 

 
 
開始時刻や終了時刻がフ

レーム数に変わります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
時間単位の表示とフレーム単位の表示、どちらが使い易いかは個人の好みですのでお好

きな方を選んでください。 
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字幕の２行目以降も同じ要領で

開始・終了タイミングを行います。 
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字幕の保存 

 
タイミングが終わったら字幕を

保存します。 
「ファイル」→「名前を付けて保

存」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「新規保存」ウィンドウが開きま

すので保存形式を選びます。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
とても多くの字幕形式に対応し

ている「Subtitle Workshop」で

すが、ある程度のスタイリングと

簡単さを備え対応するソフトも

多い 
「SubStationAlpha」形式を選び

ダブルクリックして下さい。 
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保存ダイアログが開き

ますので半角英数文字

（１バイト文字）でファ

イル名を付けて保存し

て下さい。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 - 51 - 

基本スタイリング 

 
「Subtitle Workshop」で作成した SSA 形式は完全ではありません。 
いくつかの項目を手で追加・修正しなくてはならないのです。 
2006年現在SSA形式の字幕ファイルを作成できるソフトは私が知ってるいだけで海外

に６種類ありますが、ほとんどのソフトが完全な SSA 形式を出力できません。 
しかし手作業で追加する手間は難しい事ではなく、動画ファイルのプロパティや詳細情

報から得られる値や決められた値を半角文字で追加して書き込むだけです。 
 
 

 
保 存 し 終 わ っ た SSA
（SubStationAlpha）形式のファ

イルをメモ帳で開きます。 
「スタート」→「すべてのプログ

ラム」→「アクセサリ」→「メモ

帳」。 
メモ帳が起動したら「ファイル」

→「開く」を選択。 
 
 

 
 
ファイルオープンダイアログが

開きます。 
「ファイルの種類」がデフォルト

（標準）ではテキスト文章になっ

ていますので右側の▼をクリッ

クして「すべてのファイル」に変

更して下さい。 
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「Subtitle Workshop」で作った

SSA 字幕を選択 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これが SSA 字幕の中身です。 
中身は文字が並んでるだけで難

しくはありませんので解説して

いきます。 
※ このように文字で書かれたフ

ァイルを「Plain Text（プレー

ン・テキスト）」と呼びます。 
※ Plain＝質素、Text＝文字、文

字だけで記述されているとい

う意味です。 
 
SSA 字幕ファイルの中身は大きく３つのセクションに分かれています。 
 

 
左図の青く反転してる部分 
[Script Info]：スクリプト・イン

フォメーション 
このセクションは字幕の基本情

報が書かれています。 
Title:<untitled> 
作品のタイトルを記述します。 
Title:<中学校理科> 
などと記述することができます。 
Original Script:<unknown> 
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字幕の名前です。 
Original Script:<博＠G-MARK> 
などと記述することができます。 
ScriptType: v4.00 
SSA 字幕の記述がバージョン 4.00 であると宣言しています。 
 

 
左図の青く反転してる部分 
 [V4 Styles]：バージョン４スタ

イル 
このセクションは字幕のスタイ

ルが書かれていて、値はカンマ区

切り（CSV）です。 
この部分のスタイルとは字幕の

基本的なスタイリング情報で、こ

の後のイベント部分でのスタイ

リングとの組み合わせで様々な

表現が可能です。 
 
※ CSV（Comma Separated Values カンマ・セパレーテッド・バリュー）とはデータ

をカンマ(,)で区切って並べた形式。 主に表計算ソフトやデータベースソフトがデ

ータを保存する時に使うひとつの形式で汎用性が高くて多くのソフトで利用できる

ため、異なる種類のソフト間データ交換に使われることもあります。 中身の記述

はテキストファイルであるためテキストエディタやワープロなどで開いて直接編集

することも可能です。 
 

 
左図の青く反転してる部分 
[Events]：イベント 
このセクションはタイミングと

実際に表示される字幕文字が書

かれていて、ここの値もカンマ区

切り（CSV）です。 
１行目の Format（フォーマット）

行で字幕のスタートタイムやエ

ンドタイムや字幕文字などの順
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番が定義されています。 
２行目以降は実際に表示される字幕が１行ごとに記述されます。 
※ Dialogue は実際に表示される字幕ですが、Comment に変更すれば字幕として表示され

ない行になります。 
 
 
手作業で追加・修正する部分は[Script Info]と[V4 Styles]の２ヶ所です。 
 

 
[Script Info]基本情報の追加を行

います。 
 
Collisions: Normal 
PlayResX: 640 
PlayResY: 480 
PlayDepth: 0 
Timer: 100.0000 
 
上記文章を追加します。 

※半角英数記号で正確に記入します。 
 
追加文章の説明。 
Collisions（コリジョン） → 字幕衝突時の表示方法を指定します（通常は Normal）。 
PlayResX → 動画ファイルの横解像度の値を入力します。 
PlayResY → 動画ファイルの縦解像度の値を入力します。 
PlayDepth → 色深度らしいです（通常は 0 らしい）。 
Timer → 字幕のスピード（通常は 100.0000＝100％）。 

 
※ Collisions（コリジョン）と聞いてもイメージが湧かないと思います。 例えばあ

る話者Ａが喋り終わらないうちに話者Ｂが話し始める場合は、話者Ａの字幕が消え

ないうちに話者Ｂの字幕を表示しなければなりません。 この場合には話者Ｂの字

幕表示の時に話者Ａの字幕と衝突が起きます。 この衝突を回避するには話者Ｂ字

幕の表示位置を話者Ａ字幕の表示位置よりずらすことで回避します。 しかし衝突

を回避しないで字幕を重ねて表示する方法で面白い効果を得ることもできます。 
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動画ファイルの解像度とは映像

の縦と横の大きさの事です。 
 
動画ファイルのプロパティで確

認できます。 
動画ファイルを右クリックして

「プロパティ」を選択します。 
 
 
 
 
 

 
 
動画ファイルのプロパティウィン

ドウが開きます。 「全般」タブ

から「概要」タブへ切り替えます。 
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「イメージ」の項目に幅と高さが

表示されますので、 
幅のピクセル値を 
「PlayResX」に、 
高さのピクセル値を 
「PlayResY」に 
記入します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
動画ファイルのプロパティウィ

ンドウで「全般」タブから「概要」

タブへ切り替えた時に左のよう

な画面になった時は、「詳細設定」

をクリックすれば、詳細な情報が

得られます。 
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[V4 Styles]スタイルの修正を行

います。 
 
カンマ区切りの値の最後のデー

タ「0」を変更します、お使いの

OS が Windows98、WindowsMe
の場合は「128」に、Windows2000、
WindowsXP、WindowsVista の場

合は「1」変更します。 
 

 
 
一番最後のデータは文

字の Encoding（エンコ

ーディング）を決める値

で OS と言語によって変

わります。 Windows98
や WindowsMe で SSA
字幕の日本語を使う時

には必ず「128」にして

ください。 
また Windows2000、XP、
Vista では「1」を指定す

れば OS の使用言語と同

じ設定になります。 
 
※日本語エンコード値：128 は決められた値で、他の値にすると Windows98 や

WindowsMe で字幕として表示される文字が文字化けすることがあります。 
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基本情報追加とスタイ

ル修正が終わったら字

幕ファイルを書き出し

ます。 
※ 上書き保存はダメで

す！ 
メモ帳の「ファイル」→

「名前を付けて保存」を

選びます。 
 
 
 

 
 
保存ダイアログが開き

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「ファイルの種類」部分

で「すべてのファイル」

を選択。 
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「文字コード」がデフォ

ルト（標準）で「ANSI」
となっていますが、ドロ

ップダウンリストから

「Unicode」を選んでく

ださい。 
 
 
 
 
 

 
 
「すべてのファイル」と

「Unicode」に変更した

ら新たな名前を付けて

保存します。 
名前は元の SSA ファイ

ル名に数字を付け足し

たものが良いでしょう。 
この場合は「_002」とア

ンダーバーと数字を付

け足しています。 
 
これで SSA 規格の字幕ファイルができました。 
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映像編集ソフト VirtualDubMod インストール 

 
映像に字幕を埋め込んだりカットや連結したり映像や音声をコーデックを使って圧縮

し直したりする動画編集ツール「VirtualDubMod（バーチャル・ダブ・モッド）」をイ

ンストールします。 
このソフトは海外ソフトで日本語表示にするために「日本語パッチ」と言う修正を行い

ます。 
 

 
配布した CD-ROM の「ソフ

ト 」 フ ォ ル ダ 内

「VirtualDubMod」フォルダ

を開いて下さい。 
「 VirtualDubMod_1_5_10_2
_All_inclusive.zip」と書かれ

た zip ファイルがありますの

でデスクトップの Lhaplus の

ショートカットアイコンにド

ラッグして解凍してください。 
 
 
 

 
解 凍 し た フ ォ ル ダ

「 VirtualDubMod_1_5
_10_2_All_inclusive」の
フォルダ名を変更しま

す。 
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フォルダを右クリックして「名前の変更」を選択して

ください。 
フォルダ名の「_1_5_10_2_All_inclusive」を取り去

り「VirtualDubMod」だけにしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
フォルダ名の変更が終わったら作業用フォルダとして作った「g-mark」フォルダ内

「soft」フォルダに移動して下さい。 
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先に移動したプレーヤーソフ

ト 「 keyPlayer 」 と

「VirtualDubMod」のふたつ

が同じフォルダに並びます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
配布した CD-ROM の「ソフ

ト 」 フ ォ ル ダ 内

「VirtualDubMod」フォルダ

を開いて下さい。 
「 VirtualDubMod15102_jp0
1.zip」と書かれた zip ファイ

ルがありますので解凍してく

ださい。 
 
 
 
 
 

「VirtualDubMod15102_jp01.zip」が英語表記のソフトを日本語表記に修正する「日

本語パッチ」です。 
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解凍したフォルダ内にある 
「 VirtualDubMod15102_jp0
1.exe」 
「 VirtualDubMod15102_jp0
1.txt」 
のふたつのファイルを先程の

「g-mark」フォルダ内「soft」
フォルダに移動した 
「VirtualDubMod」フォルダ

内に移動してください。 
 
 
 
 
「VirtualDubMod」フォルダ

を開いてください。 
「 VirtualDubMod15102_jp0
1.exe」を右クリックして「開

く」を選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「VirtualDubMod」の日本

語化が始まります。 
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日本語化が終わると「ファイルアップデート 正常終了」と書

いたウィンドウが出ますので「OK」で閉じてください。 
 
 

※ この時にエラーが表示される場合は日本語化パッチファイルの移動場所が間違っ

てるか、ファイルが破損してるか、ソフトのバージョンと日本語パッチのバージョ

ンが合っていない時です。 
 
 

 
「VirtualDubMod」の起動用

ショートカットアイコンを作

成します。 
「VirtualDubMod」フォルダ

にある 
「VirtualDubMod.exe」を右

クリックして「送る」→「デ

スクトップ（ショートカット

を作成）」を選択してください。 
 
 
 
 

 
 
デスクトップに「VirtualDubMod.exe へのショートカット」アイ

コンができます。 
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「VirtualDubMod.exe へのショートカ

ット」は長すぎる名前なので、右クリ

ックして「名前の変更」を選択して、

「.exe へのショートカット」を削除し

ます。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「VirtualDubMod」になります。 
 
 
 

 
デスクトップのショートカット「VirtualDubMod」をダブルクリックして起動します。 
 

 
このウィンドウは初回起動

時に表示されるライセンス

画面です。 
「OK」を押して閉じてくだ

さい。 
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このウィンドウも初回起動

時に表示される画面です。 
「Start VirtualDubMod」
を押してください。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
このウィンドウも初

回起動時に表示され

る画面です。 「OK」

を押して閉じてくだ

さい。 
 

 
 
こ の ウ ィ ン ド ウ が

「VirtualDubMod」のメ

イン画面です。 
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ちなみにこのウィンド

ウは日本語化パッチを

行っていない 
「VirtualDubMod」のメ

イン画面で表示は全て

英語です。 
 
 
 
 

 
ここまでできたら「VirtualDubMod」は終了させてください。 
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字幕フィルターVobSub インストール 

 
「VirtualDubMod」の起動を確認したら、字幕フィルターの「VobSub」をインストー

ルします。 
※ VobSub は VirtualDubMod のインストール後にインストールして下さい！ 
※ インストール中に設定を変える部分がありますのでこのマニュアルを良く読んで

実行して下さい！ 
 

 
配布した CD-ROM の「ソフ

ト」フォルダ内「VobSub」フ

ォルダを開いて下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「VobSub_2.23.exe」ファイル

を右クリックして「開く」を

選んで下さい。 
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「Installer Language（インストーラ

ー・ランゲージ）と書いたウィンドウが

表れます。 
このソフトもインストール時の言語選

択が可能ですが、選択項目に日本語は無

いので英語で進めます。 「OK」ボタ

ンを押して下さい。 
 

 
「Next」をクリック。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「Plugins」と書かれた

項目左側の＋をクリッ

クします。 
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デフォルトでは 
「VobSub for  
DirectShow」にチェッ

クが入っていますが、こ

のチェックを外します。 
 
 
 
 
 
 
 
「TextSub for  
VirtualDub and 
 Avisynth」にチェック

を入れて「Next」をクリ

ック。 
 
 
 
 
 
 
 
インストール先はその

ままで構いません。 

「Install」をクリック。 
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インストール中の画面

です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
インストール中に動作

が止まって、この画面が

表れます。 「VobSub」
が「VirtualDub」のフィ

ルターとして働くため

に「VirtualDub」のプロ

グラムがある場所を聞

いてきているのです。 
「…」ボタンを押して、 
 

 
 
先ほどセットアップした 
「g-mark」フォルダ内の「soft」
フォルダ内の 
「VirtualDubMod」フォルダを

選んで「OK」をクリックしてく

ださい。 
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「VirtualDubMod」のフ

ォルダ選択をしたら

「Next」をクリック。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「VobSub」のインスト

ールが Completed（完

了）しました。 「Close」
をクリック。 
 
 
 
 
 
 
 

※ ほとんどの場合「VobSub」のインストーラーは完了しても閉じません。インストー

ル自体は正常に完了していますから、タスクマネージャから「VobSub_2.23.exe」
を見つけて終了するか、OS を再起動して下さい。 

 
 
これで字幕フィルターの「VobSub」のインストールは終わりです。 
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VirtualDubMod の使い方 

 
 
「VirtualDubMod」を起

動してください。 
 
 
「VirtualDubMod」の

「ファイル」→「ビデオ

ファイルを開く」を選択

してください。 
 
 
 
ファイルオープンダイ

アログが開きますので

動画ファイルを選択し

ます。 
 
VirtualDubMod の画面

に動画ファイルをドラ

ッグしても開くことが

出来ます。 
 
 
 
ウィンドウサイズが小

さくて動画の下部分が

切れています。 
映像領域とスライドバ

ーの間が開くまでウィ

ンドウの端をドラッグ

して大きくします。 
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映像領域全体が表示さ

れれば OK です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「オプション」→「入力

/出力ペインを入れ替え

る」を選択してください。 
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「映像」→「フィルター」

を選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「フィルター」ウィンド

ウが表示されます。 

「追加」ボタンをクリッ

クしてください。 
 
 
 
 

 
 
「フィルターの追加」ウ

ィンドウに変わります。 
表示されてる項目をス

クロールして下がって

いきます。 
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「VobSub」のインスト

ール時に組み込んだ

「TextSub 2.23」があり

ますのでクリックして

青く反転させて「OK」

ボタンを押してくださ

い。 
 
 

 
 
「TextSub settings」ウ

ィンドウが表示されま

す。 「Open」ボタン

をクリックしてくださ

い。 
 

 
 
ファイルオープンダイ

アログが開きますので

作成した SSA 字幕を選

び開きます。 
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「TextSub settings」ウ

ィンドウに戻りますの

で「OK」ボタンをクリ

ックしてください。 
 
 

 
 
「フィルター」ウィンド

ウに戻りますので「OK」

ボタンをクリックして

ください。 
 
 
 
 

 
 
「VirtualDubMod」メイ

ンウィンドウに戻りま

す。 
下にあるボタンで再生

や一時停止などが行え

ます。 
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ボタン説明 
 

 
停止：一時停止も兼ねています。 
入力再生：VirtualDubMod の入力側再生です。 
出力再生：VirtualDubMod の出力側再生です。 
先頭フレームに戻る：最初のフレームに戻る。 
１フレーム戻る： 
１フレーム進む： 
最終フレームに進む：最後のフレームに進む。 
前のキーフレームに戻る： 
次のキーフレームに進む： 
前のシーンチェンジに戻る：映像を分析して色成分などが大きく変わる点へ戻る。 
次のシーンチェンジに進む：映像を分析して色成分などが大きく変わる点へ進む。 
マークイン（選択の開始点）：カット編集などで使う 
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マークアウト（選択の終了点）：カット編集などで使う 
スライダ：再生してるポイント 
スライドバー：再生領域 
 

 
左から３番目の「出力再

生」ボタンを押して再生

してみましょう。 
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※ ふたつある再生ボタンに小さく付いてる「I」は「INPUT（入力）」の頭文字で、「O」

は「OUTPUT（出力）」の頭文字です。 
※ インプット・アウトプットとは、「VirtualDubMod」に入ってくる映像（この場合

は字幕フィルターで字幕が付けられる前）がインプットで、「VirtualDubMod」か

ら出力される映像（この場合は字幕フィルターで字幕が付加された状態）がアウト

プットです。 
 
キチンと字幕が表示されているか確認してください。 
『文字が小さい』とか『表示位置などのスタイリング』はこの後に説明しますので、こ

の時点では字幕が表示されていれば OK です。 
 
 
ここまでの画像を見て『右側にも映像があるけど…あれは何？』と思う人もいるでしょ

う。 「VirtualDubMod」は入力映像と出力映像を同時に表示することができるんで

す。 動画を読み込んで「オプション」→「入力/出力ペインを入れ替える」を選んだ

時に入力映像と出力映像の左右位置を入れ替えたのです。 なぜ入れ替えるかというと

大きなモニターが必要だからです。 
 

 
上の画像は 19 インチ液晶ディスプレイの 1280 x 1024 の横幅一杯に「VirtualDubMod」
を大きくした時の画像です。 左右に並ぶ映像は標準設定で左が入力映像、右が出力映

像です。 元の映像サイズが横 640 縦 480 なのでふたつ並べるには間の仕切の部分も

含めると 1300 以上必要で、19 インチ液晶ディスプレイでも右側映像の端が少し切れて

います。 ノート PC などの標準的な 14～15 インチの液晶ディスプレイは 1024 x 768
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なので横幅一杯使っても右側の映像は３割くらい切れてしまいます。 
そこで入力と出力を逆にして左側に出力映像を表示させていたのです。 
 

 
左の画像は 19 インチ液晶ディスプ

レイで「オプション」→「縦列表示」

を行った時の画像です。 
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焼き込み（オープンキャプション・ハードサブ） 

 
字幕が表示されていることを確認できたら映像に字幕を焼き込みます。 
映像に詳しくない人には「焼き込む」という表現が適切です。 
字幕に少し詳しい人なら「オープンキャプション」という表現が適切です。 
インターネットの世界では「ハードサブ」という表現がよく使われます。 
対語として「クローズドキャプション」、「ソフトサブ」という表現があります。 
 
元の映像に字幕を焼き込んだり、編集したり、動画の形式を変更したりして新しいファ

イルを作る作業は、「Encode（エンコード）」と呼びます。 
 

 
「VirtualDubMod」の

「映像」をクリック。 
「完全処理モード」に●

が付いていることを確

認して「圧縮」を選択し

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「映像圧縮の選択」画面が表

れます。 
左の窓には自分の PC で使え

る圧縮形式が表示され、右側

の窓には圧縮情報が表示され

ます。 
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サンプルの動画ファイルの映

像は「XviD」で作ってありま

したので、取りあえず同じ形

式を選びます。 
「XviD MPEG4 Codec」を選

択して青く反転表示させた状

態で、「設定」ボタンを押しま

す。 
 

 
「XviD Configuration」ウィンドウが開き

ます。 
「Load Defaults（ロード・デフォルト）」

をクリックします。 
※ Load Defaults（ロード・デフォルト）

とは、「標準設定に戻す」という意味で

す。 
「OK」ボタンをクリックして「XviD 
Configuration」ウィンドウを閉じます。 
 
 
 

 
 
「映像圧縮の選択」画面に戻

ります。 
「OK」ボタンを押してくださ

い。 
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「ファイル」→「名前を

付けて保存」を選びます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
保存ダイアログが表れます。 
作業用フォルダとして作った

「movie」フォルダに１バイト文

字（半角英数記号）で名前を付け

て保存してください。 
 
 
 
 

 
保存ボタンを押すと同時に動画エンコードが始まります。 
動画エンコードは PC の処理能力を多く使います。 エンコード中は他のソフトでの作

業や作業結果を保存することがとても遅くなります。 作業中のデータなどは事前に保

存しておきましょう。 
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上の画面が「VirtualDubMod＋XviD」のエンコード中の画面です。 
 

 
エンコード時に表示される 
「VirtualDubMod ステータス」画像の

説明。 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在の映像フレーム：処理中のフレーム/総フレーム数 
現在の音声サンプル：処理中のサンプル/総サンプル数 
映像データ：出力された映像のデータ 
音声データ：出力された音声のデータ 
最終出力ファイルサイズ：出来上がるファイルの予想容量 
映像処理レート：１秒間に処理してるフレーム数 
経過時間：エンコードを開始してからの経過時間 
終了時間（予想）：エンコード処理にかかる予想時間 
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ステータス画面で見なければいけないことは３ヶ所です。 
1. 最終出力ファイルサイズ：この値が予想と大きく違っていたら設定ミスしてるかも

しれません。 
2. 映像処理レート：この値が動画ファイルのフレームレートと同じなら動画ファイル

の再生時間とほぼ同じ時間でエンコードが終了します。 
3. 経過時間と終了時間：経過時間に表示される時間と終了時間に表示されてる時間が

同じになればエンコード作業は終了です。 
 
エンコード時間 
PC での動画エンコードはとても時間がかかる作業です。 今回のサンプル動画は 15
秒と 30 秒と短いファイルで直ぐ終わると感じますが、２時間の作品をエンコードする

のに６時間以上かかることも普通です。 
特にデスクトップ PC と比較して性能の低いノート PC ではエンコード時間が動画の実

時間の２～３倍掛かることもあります。 
 

 
エンコード時に表示される 
「XviD Status」画像。 
 
右下の「Avg bitrate (kbps)」
に表示される値が大きければ

画質が良いことを表します。 
 
 
 
 
 
右 上 の 「 Show me the 
internals!」にチェックを付け

ればエンコードフレームの詳

細が次々と表示されます。 
左下の「Auto-close window」

にチェックボックスを付けれ

ばエンコード終了時に「XviD 
Status」が閉じます。 
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エンコード中に「XviD Status」ウィンドウを閉じるとエラーでエンコードが止まりま

すので閉じないで下さい。 
 
エンコードが終わったら、できあがった動画ファイルをダブルクリックして再生してみ

ましょう。 
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SSA の簡単なスタイリング 

 
最初のエンコードでは基本的な SSA 字幕を整えるだけの作業だけでしたが、簡単なス

タイリングをいくつかやってみましょう。 
 
この作業では VirtualDubMod の画面で確認しながら SSA 字幕を修正していきます。 

1. VirtualDubMod を起動。 
2. VirtualDubMod で動画ファイルを開く。 
3. VirtualDubMod のフィルターに TextSub を追加。 
4. TextSub で SSA 字幕ファイルを開く。 
5. VirtualDubMod の「オプション」から「入力/出力ペインを入れ替える」を選

択。 
6. メモ帳を起動。 
7. メモ帳で SSA 字幕ファイルを開く。 

 
 
メモ帳、VirtualDubMod それぞれのソ

フトの大きさを見やすいように調整し

てください。 
 
メモ帳で SSA 字幕ファイル修正し、

VirtualDubMod で確認しながら作業

を進めますので、このような配置がよ

いと思います。 
 

 
 
左図のような感じで SSA 字幕を修正し

て VirtualDubMod で確認する作業に

なります。 
 
※ デスクトップ用の 19 インチ以上の

液晶モニターがあればもっと楽で

す。 
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まずは「V4 Styles」セクションの字幕フォント変更です。 

 
 
「スタート」→「マイコンピュー

タ」右クリックして「エクスプロ

ーラ」を選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左側のツリービューを辿って開

いていきます。 
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左ツリービューで、 
「ローカル ディスク(C:)」 
→「WINDOWS」 
→「Fonts」を選択します。 
右側には OS にインストールされ

ているフォントが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
適当なフォントを選びダブルク

リックで開いてください。 
※ フォントを右クリックして

「開く」を選んでも OK です。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
フォントを開くと「Windows 
Font Viewer（ウィンドウズ・フ

ォント・ビューワー）」というフ

ォントを確認表示するソフトが

起動し、書体名やファイルサイズ

やバージョン情報などが表示さ

れます。 この図では、「マイク

ロソフトゴシック」フォントを表
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示しています。 ひとつのフォントファイルに３種類の書体が入っており上部中央の

「≪」「≫」ボタンで各書体の表示を確認することができます。 
ここで字幕フォントとして使う場合に重要なのは、書体名です。 
半角全角を同じ文字で SSA 字幕ファイル内に書けばその書体を呼び出して使うことが

できます。 
上の画像の書体名は「ＭＳ ゴシック」です。 
 

 
この画像の書体名は「ＭＳ Ｐ明

朝」です。 
※Windows（OS）にデフォルト

（標準）でインストールされてい

る日本語フォントはとても少な

いのですが、Office ソフトや年賀

状作成ソフトなどをインストー

ルすると沢山のフォントがイン

ストールされます。 また、フォ

ント単体でインストールもできますし、フリーのフォントを配布しているサイトもあり

ますのでインターネットで探してみてください。 
※ 日本語書体名の文字の多くは全角ですが、含まれるスペースが多くの場合は半角な

ので注意して下さい、スペースが全角か半角か、カタカナが全角か半角か、間違え

ると SSA 字幕からフォントを呼び出せません。 
※ フォント名が違ったりした場合には OS の標準フォントが代わりに呼び出されます。 

WindowsXP の場合は MS UI Gothic が呼び出されることが多いです。 
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先ほどのフォント・ビューワーで

調べた書体名を SSA 字幕に書き

込みます。 
SSA 字幕の「V4 Styles」セクシ

ョンの「Tahoma」と書かれてい

る部分を「ＭＳ 明朝」と書き換

えます。 
 
 
 
 
 
 

 
 
この図では「ＭＳ 明朝」に変更

しましたが、自分で選んだ書体名

に変更してみてください。 
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フォントの変更が終わったら「フ

ァイル」→「上書き保存」を選び

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
フォントの変更が字幕に反映さ

れているか確認します。 
VirtualDubMod の下部ツール

ボタンで 1 フレーム分進ませて

みます。 
 
※ フォントの変更が反映され

ない事があります。 これ

は SSA 字幕ファイルの文字

コードの問題が多いです。 

SSA 字幕を完全な物にする

ために修正して保存する時

に「Unicode」で保存しまし

たが、「ANSI」のままで保存した SSA 字幕は該当するフォントを呼び出すことが

できません。 Windows2000 や WindowsXP は内部で「Unicode」を使ってフォ

ントを制御しています。 「ANSI」で書かれた SSA 字幕ではフォントの内部コー

ドで呼び出すことは可能ですが、内部コードを調べる手間に比べたら SSA 字幕を

「Unicode」で記述する方が楽です。 
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次は字幕フォントサイズの変更です。 

 
 
SSA 字幕の「V4 Styles」セクシ

ョンのフォント名の後の数字

「24」と書かれている部分を書き

換えてみます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
このサイズですが、数値はピクセ

ル数を表し、「35」にすれば縦横

35 ピクセルの文字になります。  
 
変更が終わったら上書き保存し

ます。 
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同じくフォントサイズの変更が

字幕に反映されているか確認し

ます。 
VirtualDubMod の下部ツール

ボタンで 1 フレーム分進ませて

みます。 
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次に字幕フォントカラーの変更です。 

SSA 字幕の色は４ヶ所の部分に分けて指定できます。 
 PrimaryColour（プライマリー・カラー）：第１文字色 
 SecondaryColour（セカンダリー・カラー）：第２文字色 
 TertiaryColour（ターシアリー・カラー）：第３文字色 
 BackColour（バックカラー）：アウトライン（縁取り）やシャドウ（影）の色 

この中で簡単なスタイリングで使うのは PrimaryColour（プライマリー・カラー）と

BackColour バックカラーのふたつです。 
※ 第２文字色と第３文字色は凝ったスタイリングで使いますので今回は使いません。 
 
実際の色の指定は 10 進数または 16 進数で指定します。 
デフォルトでは 10 進数の 0～1677 万色で書かれていますが、人間に理解しやすい 16
進数で書いた方が良いでしょう。 
 
16 進数で記述する場合の注意点は、HTML の色指定は RGB（赤緑青）の順番で記述

しますが、SSA 字幕では逆の BGR（青緑赤）の順番で記述します。 
 
次に代表的な５色を 10 進数と 16 進数と実際の記述で書いておきます。 
 
色＝10 進数  ＝16 進数  ＝実際の記述 
白＝16777215＝ FFFFFF＝&HFFFFFF& 
青＝16711680＝ FF0000＝&HFF0000& 
緑＝    65280＝00FF00＝&H00FF00& 
赤＝      255＝0000FF＝&H0000FF& 
黒＝        0＝000000＝&H000000& 
上記の 16 進数色については HTML のカラーコード等の詳しい記述がインターネット

上に沢山あるので勉強してください。 HTML の RGB の順番を逆の BGR にすれば

SSA 字幕色になります。 また、10 進数と 16 進数が混在しても OK です。 
 
試しに文字色を白、縁取りを赤にしてみましょう。 
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SSA 字幕の「V4 Styles」セク

ションのフォントサイズの後

の数字「1677～」と書かれて

いる部分を書き換えてみます。 
 
 
 
 
 
 
 
「 &HFFFFFF&,0,0,&H000
0FF&」 
に変更してみます。 
 
変更が終わったら上書き保存

します。 
 
 
 
 

 
 
同じくフォントカラーの変更が

字幕に反映されているか確認し

ます。 
VirtualDubMod の下部ツール

ボタンで 1 フレーム分進ませて

みます。 
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「V4 Styles」セクションのその他の項目 

 
Bold（ボルド） 
太字にしたい時は-1（マイナス 1）を指定、太字にしない時は 0（ゼロ）を指定。 日

本語の手作りフォントでは太字データが同一ファイルにないことが多く、しばしば太

字の指定が効きません。 
Italic（イタリック） 
イタリック（斜体）にしたい時は-1（マイナス 1）を指定、しない時は 0（ゼロ）を

指定。 
BorderStyle（ボーダースタイル） 
文字の表示方式。 通常は 1（文字の輪郭とシャドウを使う）を指定します。 3 を

指定するとレターボックスを描画します。 
Outline（アウトライン） 
ボーダー（文字の輪郭）の太さを指定します。 0 を指定するとボーダーが描かれず、

軽い感じになりますが、明るい色のフォントではボーダーがないと見にくいです。 

0.2 など小数点以下の指定も可能です。 
Shadow（シャドウ） 
シャドウ（文字から落ちる影）がどのくらい太く見えるかを指定します。 0 を指定

するとシャドウが描かれず、平面的に見えるスタイルになります。 シャドウは技術

的にはフォント表面の「裏」（Z 方向下側）に投影されるその文字の影で、フォント

自身とずれて描画されると、影の一部がはみ出して Z 方向上から見えるようになりま

す。 1 以上の Shadow 値は、このずれを表します。 本体と影がズレればズレるほ

ど見える影部分が大きくなるので、「影の太さ」と理解してかまいません。 ただし、

見えないだけで、概念上、フォント自身の真下にもシャドウが存在しています。 プ

ライマリーを透過させると、シャドウが 0 でなければ、裏にあるシャドウが透けます。 
Alignment（アライメント） 
字幕の表示位置です。よく使うのは、2（下部センタリング）と 6（上部センタリン

グ）。 
MarginL, MarginR（マージン左右） 
画面の左右の端から何ピクセル空けるかを指定します。 0 であれば、長い字幕は画

面の端に接触可能です。 例えば、30 であれば端 30 ピクセルは字幕が入ってはいけ

ない範囲になります。 禁止範囲に達すれば、自動でワードラップされます。 
MarginV（マージン上下） 
画面下端から（表示位置が上部の場合、画面上端から）何ピクセル空けるかを指定し

ます。 
AlphaLevel（アルファレベル） 
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本家 SSA のドキュメントでは、このフィールドは将来の拡張用の予約領域とされて

います。 Gabest 系はこのフィールドを読み、簡易的にアルファ（透過度）を変更

します。 範囲は 0 から 255（0xFF）。 ここで指定した透過度は、プライマリー（文

字色）とボーダー（文字の輪郭）に同時に同じ値が適用されるため、「輪郭だけ残し

て中は透明な文字」などは、ここでは作れません。 アルファを使いたい場合は ASS
にしてください。 

※ VirtualDubMod の TextSub プラグインは Gabest 系です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 - 100 - 

「Events」セクションの簡単なスタイリング 

 
字幕の改行 
 
改行は Word Rap（ワードラップ）と呼び、日本言語の自動化に対して不得意な分野で

す。 英語などは単語で区切って改行すれば問題はないのですが、日本語の場合は単語

を続けて書くためにソフトウェアが単語の区切りを分析できません。 読みやすく区切

るためには人間の頭脳が必要だと思います。 
SSA 字幕や TextSub プラグインには自動ワードラップ機能が付いていますが、１行の

文字数が多い場合は強制的に改行する記述を書くことが最適です。 
 
改行したい区切りに「¥N」を書くだけです。 
 

 
改行させたい部分にカーソルを

合わせて。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「¥N」を挿入すれば OK です。 
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字幕の改行が反映され

ているか確認します。 
VirtualDubMod の下部

ツールボタンで1フレー

ム分進ませてみます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
字幕文字のフェードイン・フェードアウト 
 
字幕文字が薄く現れてだんだん濃くなり、だんだん薄くなり消えるエフェクト（効果）

を紹介します。 
 
この図では 
「{¥fad(500,300)}」 
を挿入しています。 
これはフェードイン・フ

ェードアウトを指示す

る記述で、この場合は

500ms（ミリセック＝

1000 分の 1 秒）かけて

フェードインして字幕

を表示し、300ms かけて

字幕がフェードアウト

していきます。 
0.5 秒のフェードインと 0.3 秒のフェードアウトです。 
SSA字幕を修正したら上書き保存してVirtualDubModで出力再生して反映されてるか

確認しましょう。 
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自分の思い描くスタイリングができたら「焼き込み」の解説に戻り、字幕を動画ファイ

ルに焼き込んでください。 
 
 

あとがき 

今回は実際にソフトをインストールして短い動画ファイルに字幕を付けてみました。 
SSA 字幕や ASS 字幕はとても表現力豊かな規格で、難しいのですが簡単な物から覚え

ていけば大丈夫です。 SSA 字幕が理解できれば SRT や SAMI なども理解できます。 
また、動画エンコードは他のソフトを使っても基本は同じですのでゆっくり覚えていっ

てください。 
 
私の知識不足や簡単に説明するために省略した記述や正確でない記述もあると思いま

す。 
ご意見や訂正があればお気軽にメール下さい。 
 
 
http://g-mark.jpn.org/ 
博＠G-MARK 
h-h23@edogawa.home.ne.jp 
 

http://g-mark.jpn.org/
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